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月舘真理雄 1・工藤孝浩 2 小田和湾奥のクロメ・アラメ・カジメ群落

について

三浦半島小田和湾奥の御幸浜地先に生育するクロ

メ・アラメ・カジメの混生群落を 1999年9月29日に

観察したので報告する。

川嶋(1989)はこれら 3種の日本沿岸における地理

的分布について，以下の通りとしている。クロメ

Ecklonia kurome Okamuraは“太平洋沿岸.千葉県館山

湾から宮崎県川南に至る沿岸各地;瀬戸内海;九州西，

jヒ岸ー熊本県天草島北岸より福岡県北九州市に至る各

地;日本海ー山口県より新潟県柏崎に至る各地;佐渡

南岸"に分布する。アラメ EiseniabicycJis (Kjellman) 

Setchellは“本州太平洋岸ー岩手県大船渡湾以南の東

北，関東，東海地方沿岸各地;紀伊水道，瀬戸内海各

地;九州東岸.豊後水道沿岸，九州西，北岸ー島原半

島外海部・野母崎以北の沿岸各地，平戸島，五烏列島，

壱岐，対馬;本州日本海ー山口県より鳥取県に至る沿

岸各地，隠岐諸島;韓国ーチェジ‘ュ(済州)島"に分

布する。カジメ Eckloniacava Kjellmanは“太平洋沿岸

ー茨城県大洗以南の関東，東海地方，志摩半島沿岸，四

国南岸;瀬戸内沿岸;九州ァ天草地方，唐津湾;日本

海沿岸ー隠岐島"に分布する。

このように地理的分布においては，アラメが最も範

囲が広く，次いで、クロメ，カジメの順となっている。ま

た垂直分布は一般に表層から水深5-10mにアラメが，

カジメは水深4・5mから IO数mまで，クロメはカジ

メより浅い水深帯にそれぞれ生育するとされている。

従って同一海域に3種が生育する可能性はあって

も，同一地点に3穫が混生する可能性は極めて少な

く，そのような報告例を寡聞にして知らなし、。特にク

ロメについては地理的分布が局所的で，太平洋沿岸の

クロメの出現地を 1960年以降の文献でみると，千葉県

館山湾坂田(今野ら 1986，寺脇・川崎 1990，筒井ら

1996) ，神奈川県三浦市油査湾(東京大学三崎臨海実験

場 1972，筒井ら 1996)，和歌山県白崎・由良地区，日

ノ御崎・御坊地区，田辺・白浜地区，すさみ・江住地

区，和深~袋地区，串本.i朝岬・大島地区，勝浦・太

地地区(山本 1966)，加太，和歌浦湾，湯浅湾，日高

浜，枯木灘(宮本ら 1979)，白浜(筒井ら 1996)，大

阪府岬町谷川(辻野 1979)，高知県野根町(筒井ら

1996) ，愛媛県八幡浜市地大島・地大島(寺脇 1991，筒

井ら 1996)，大分県別府湾，佐賀関町高島，白木，上

浦町網代(山内ら 1979)，臼杵湾(筒井 1996)，宮崎県

都農町(百合野ら 1979，神田 1982，1984， 1985，中川

ら1986，成原ら 1987，1988，1990a，筒井ら 1996)，川

南町(成原ら 1990b，1992，寺脇 1991，筒井ら 1996)

の各地(図1)となっており，不連続な傾向を窺うこ

とができる。これら生育地の中には既に消滅してし

まった場所もある(宮崎県都農町，川南町;1992. 1.筆

者確認)。相模湾については，i曲壷湾湾口の生育地が知

られているのみで他に報告例は見当たらず，神奈川県

水産試験場「沿岸植生調査報告書J(1995年3月)にも
クロメ生育地の報告はない。

小田和湾御幸浜地先のクロメ・アラメ・カジメ群落

生育地の環境は，水深2-2.5m，高低差50cm程度の凹

凸に富んだ岩礁域で，凹部底には転石(こぶし大)と

貝殻片が堆積し，やや浮泥が多い。観察時の天候は半

H青，海況は静穏で、水中透視度は約 1mであった。

クロメ，アラメ，カジメはノコギリモクートゲモク

群落中に混生しており，生育量はクロメとアラメがほ

ぼ同等か前者のほうがやや多く，カジメは少なかっ

た。これらの葉上にはコシダカガンガラ，キヌタガイ

等の小型巻貝が多く付着し，またアオウミウシ，シロ

ウミウシ，クロシタナシウミウシが少なからず見られ

た。葉状部は魚類によると思われる摂餌痕が顕著で側

葉はかなり短くなっている個体が多かった。群落の年

齢構成は初年体から 2-3年生と推察される個体から

成り立っており，初年体が少なからず認められたこと

を考慮すれば，群落の世代交代は比較的安定して行わ

れているようである。

これら3種の成体の形態的特徴は写真lに見られる

ように，クロメはilh壷i湾産(岡村 1928，337図版の4)

および館山湾坂田地先産(川嶋 1989;図39.3)のもの

と極めて類似した，側葉が発達しその縁辺はフリル状

J 
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図 1.本邦沿岸のクロメ群洛の分布
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ノコギリモク

約50cm

1l'112クロメ，アラメ，カジメ11午滋の構造模式

にi8i.打つ，岡村のいうE.kurome f. liltissimaに当たる

と思われる。

カジメはi支所に生育する同種個体によく見られる茎

の短いタイプで，外観はクロメと類似するが業状古1¥は

平沼にして全く器産がなく ， 茎は僅かに I~:I ~~ でJ;\'):I犬に列

する一層の粘液l注道が認められる。なお小問手[1湾湾口

の岩1iH':域の水深5-10mには茎長が 1-I.Smに迷する

典型的なカジメが群落がある。

アラメは関東沿岸に極く普通に見られる形態のもの

で，主主状音1¥のしわは少ない。写真lに示した各個体は，

食答の痕跡、が少なく稜の特徴をよく示している襟本で

ある。子委斑の形成はまだ認められなかった。

クロメ アラメ カジメの混生するノコギリモク ー

トゲモク群落には，少量のアカモク，ヨレモクモドキ，

オオバモクが混生し，群落林床部には下草としてアナ

アオサ，アオサ属の一種，ミル，ナガミル，ウミウチ

。
写只 l小和田湾奥御幸浜地先のクロメ，カ ジメ，アラメ

砂 転石

ワ，ア ミジグサ，フクリンアミジ，ユイキリ，マク

サ，ウスカワカニノテ，ピリヒノペツノマタ，イノtラ

ノリ，ホソバナミノハナ等の出現が認められた。また

基質面は高い被!支で?!!rjii'i石灰採が怒っていた。この群

落内の佼占種，被度， 111~層構造を表 l にまとめた。

クロメ アラメ ・カジメはノコギリモク ー トゲモク

群務中の岩礁の縁(エッジ)やllli;石上にやや笥:な状態

で活 ~t し，ホンダワラ類を混えない小1昨務として lix在

していた。その状態を|豆12に模式的に示した。

小田和]湾沿岸の水深 5m以浅の砂泥海底には広く泌

密なタチアマモ アマモ群落が形成されており (工藤

1999)，今回観察したクロメ，アラメ，カジメを含むノ

コギリモクートゲモク群落はタチアマモーアマモ1洋洛

に挟まれ，面積 IOkm'程度と小規模である。湾奥の小

田和川流域には横須賀市の下水処理坊があり ，処理下

水放tBillーは今後増大する見込みであること，また隣接

50cm 



表1.水深2-2.5mにおけるノコギリモクートゲモク群落内

の優占種

階層構造優占種と混生種 高さ (cm)被度(%)

藻冠層 ノコギリモク 30-50 30 

トゲモク 30-50 30 

ヨレモクモドキ 10 10 

アカモク 5 10 

アラメ，クロメ，カジメ 各5

下草層 ウミウチワ 10 

アナアオサ 10 

ミル，ナガミル，

アミジグサ，マクサ，
各 5~玉

イバラノリ，

ホソパナミノハナ

基面層 ヘリトリカーノテ 20 

ピリヒ/{ 10 

の川問川河口に漁港拡張に伴う埋立工事が計画されて

いることなどを考えあわせると，今後近い将来に御幸

浜地先の海域環境が大きく変化する可能性は高<，今

回観察したクロメ・アラメ・カジメ群落のみならずタ

チアマモーアマモ群落もその存続に多大の不安を感じ

る次第である。
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